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(百万円未満切捨て) 

1．2018 年 12 月期第 2 四半期の連結業績（2018 年 1 月 1 日～2018 年 6 月 30 日） 

（1）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)  
売上高 営業利益 税引前利益 四半期利益 

親会社の所有者に帰

属する四半期利益 

四半期包括利益合計

額 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2018年12月期第2四半期 168,484 3.4 17,872 43.7 18,532 40.0 16,952 76.9 13,935 58.9 14,697 27.0 

2017年12月期第2四半期 162,890 ― 12,440 ― 13,237 ― 9,585 ― 8,768 ― 11,573 ―

基本的1株当たり四半期利益 希薄化後1株当たり四半期利益 
円 銭 円 銭 

2018年12月期第2四半期 47.95 47.89 

2017年12月期第2四半期 30.18 30.14 

（2）連結財政状態 

資産合計 資本合計 親会社の所有者に帰属する持分 親会社所有者帰属持分比率 

百万円 百万円 百万円 ％ 

2018年12月期第2四半期 344,131 199,676 187,634 54.5 

2017年12月期 338,855 188,793 178,439 52.7 

2．配当の状況 

年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2017年12月期 ― 7.00 ― 10.00 17.00 

2018年12月期 ― 10.00 

2018年12月期(予想) ― 10.00 20.00 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

3．2018年12月期の連結業績予想（2018年1月1日～2018年12月31日）  
(％表示は、対前期増減率) 

売上高 営業利益 親会社の所有者に帰属する当期利益 
基本的1株当たり当期 

利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 355,000 3.6 33,000 8.3 25,000 19.7 86.03 

(注) １．事業利益 通期 29,000百万円 
２．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

(注)事業利益 2018年12月期第2四半期 12,552百万円（0.1％） 2017年12月期第2四半期 12,542百万円（－％） 

事業利益は、売上総利益から販売費及び一般管理費を控除したもので、恒常的な事業の業績を測る当社の利益指標です。 



※ 注記事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 有  
新規 ― 社 （社名）  、 除外 1 社 （社名） ライオンエコケミカルズ有限公司 

（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

① IFRSにより要求される会計方針の変更 ： 無 
② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

（3）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2018年12月期2Q 299,115,346 株 2017年12月期 299,115,346 株 

② 期末自己株式数 2018年12月期2Q 8,476,227 株 2017年12月期 8,535,633 株 

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2018年12月期2Q 290,609,581 株 2017年12月期2Q 290,579,535 株 

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項  
・当社グループは、2018年12月期第1四半期より国際財務報告基準（IFRS）を任意適用しております。また、前年同四半期及び前連結会計年度の連結財務諸表につき

ましても、IFRSに準拠して表示しております。連結財務数値に係るIFRSと日本基準との差異につきましては、添付資料16ページ「２．要約四半期連結財務諸表及び主

な注記（４）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項（初度適用）」をご参照ください。 

・本資料で記述している業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、経済情勢、競合状況、為替の変動等にかかわるリスクや不確実

性が含まれています。そのため、様々な要因の変化により実際の業績は、上記予想数値とは大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資

料６ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当社グループは、新経営ビジョン「次世代ヘルスケアのリーディングカンパニーへ」のもと、本年度

より３ヵ年の中期経営計画「ＬＩＶＥ
ラ イ ブ

計画（LION Value Evolution Plan）」をスタートしました。 

ビジョン実現に向けた基本戦略「新価値創造による事業の拡張・進化」、「グローカライゼーション＊

による海外事業の成長加速」、「事業構造改革による経営基盤の強化」、「変革に向けたダイナミズムの創

出」にもとづく施策を推進し、国内・海外において将来を見据えた成長のための取組みを進めています。 

国内事業では、ハミガキ、ハブラシ、デンタルリンス、洗濯用洗剤、柔軟剤、点眼剤等において新製

品を導入し、積極的なマーケティング施策により育成を図るとともに、リビングケア分野では新しい生

活習慣を提案する新製品を発売しました。また、海外事業では、オーラルケア、ビューティケア等のパ

ーソナルケア分野を中心に、重点ブランドの育成ならびに収益性の向上に取り組みました。 

以上の結果、当第２四半期の連結業績は、売上高１,６８４億８千４百万円（前年同期比３.４％増、

為替変動の影響を除いた実質前年同期比２.４％増）、事業利益１２５億５千２百万円（前年同期比 

０.１％増）、営業利益１７８億７千２百万円（同４３.７％増）、親会社の所有者に帰属する四半期利益

１３９億３千５百万円（同５８.９％増）となりました。 

なお、当社グループは、当期より適用する会計基準を国際財務報告基準(IFRS)に変更しました。そのた

め、前第２四半期の財務数値についても IFRSに準拠して表示しております。 

（＊）グローバル化とローカル化の融合 

【連結業績の概況】 （単位：百万円） 

当第２四半期 売上比 前第２四半期 売上比 増減額 増減率 

売 上 高 168,484 162,890 5,593 3.4% 

事 業 利 益 12,552 7.5% 12,542 7.7% 10 0.1% 

営 業 利 益 17,872 10.6% 12,440 7.6% 5,432 43.7% 

親会社の所有者に帰

属する四半期利益 
13,935 8.3% 8,768 5.4% 5,167 58.9% 

(注)事業利益は、売上総利益から販売費及び一般管理費を控除したもので、恒常的な事業の業績を測る当社の利益指標

です。 

【セグメント別の業績】  （単位：百万円） 

売上高 セグメント利益（事業利益） 

当第 2四半期 前第 2四半期 増減額 増減率 当第 2四半期 前第 2四半期 増減額 増減率 

一般用消費財事業 110,826 115,633 △4,807 △4.2% 8,046 7,507 538 7.2% 

産 業 用 品 事 業 28,313 25,934 2,379 9.2% 1,352 987 365 37.0% 

海 外 事 業 52,202 49,968 2,234 4.5% 2,892 2,551 340 13.3% 

そ の 他 15,433 14,241 1,191 8.4% 639 597 41 7.0% 

小 計 206,776 205,778 997 0.5% 12,930 11,644 1,286 11.0% 

調 整 額 △38,291 △42,887 4,595 ― △378 898 △1,276 ― 

合 計 168,484 162,890 5,593 3.4% 12,552 12,542 10 0.1% 
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セグメント別の概況は、以下のとおりです。 

＜一般用消費財事業＞ 

当事業は､「オーラルケア分野」、「ビューティケア分野」、「ファブリックケア分野」、「リビングケア分

野」、「薬品分野」、「その他の分野」で構成されています。全体の売上高は、生産拠点再編に伴うグルー

プ内取引の減少などにより前年同期比４.２％の減少となりました。セグメント利益は、高付加価値品

の伸長などにより前年同期比７.２％の増加となりました。 

（単位：百万円） 

当第２四半期 売上比 前第２四半期 売上比 増減額 増減率 

売 上 高 110,826 115,633 △4,807 △4.2% 

セグメント利益 8,046 7.3% 7,507 6.5% 538 7.2% 

(注)売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでおり、その金額は当第２四半期 

では 8,134百万円、前第２四半期では 13,680百万円となっております。 

  ［売上高の分野別状況］ （単位：百万円） 

当第２四半期 前第２四半期 増減額 増減率 

オ ー ラ ル ケ ア 分 野 27,645 25,597 2,047 8.0% 

ビ ュ ー テ ィ ケ ア 分 野 10,167 10,584 △416 △3.9% 

フ ァ ブ リ ッ ク ケ ア 分 野 28,911 29,660 △749 △2.5% 

リ ビ ン グ ケ ア 分 野 7,857 7,798 59 0.8% 

薬 品 分 野 14,142 13,888 254 1.8% 

そ の 他 の 分 野 22,101 28,104 △6,002 △21.4% 

（オーラルケア分野） 

ハミガキは、歯ぐき組織を修復して歯周病（歯肉炎・歯周炎）を防ぐ「システマハグキプラス ハミガ

キ」や、「クリニカアドバンテージ ハミガキ」が好調に推移し、全体の売上は前年同期を上回りました。 

 ハブラシは、「クリニカアドバンテージ ハブラシ」や「システマハグキプラス ハブラシ」が好調に推

移し、全体の売上は前年同期を上回りました。 

デンタルリンスは、「クリニカKid’s
キ ッ ズ

 デンタルリンス」が好調に推移するとともに、昨年発売した口臭

ケアブランドの「NONIO
ノ ニ オ

 マウスウォッシュ」がお客様のご好評をいただき、全体の売上は前年同期を大

幅に上回りました。 

（ビュ－ティケア分野） 

ハンドソープは、つめかえの手間が減る本体大型ボトルを追加発売した「キレイキレイ薬用泡ハンド

ソープ」が順調に推移し、全体の売上は前年同期を上回りました。 

ボディソープは、アクアソープの香りを新たに追加した「hadakara
ハ ダ カ ラ

 ボディソープ」が好調に推移し、

全体の売上は前年同期を大幅に上回りました。 

制汗剤は、「Ban
バ ン

 爽感さっぱりシャワーシート」が好調に推移しましたが、商品構成の見直しによりス

プレータイプの販売を取り止めたため、全体の売上は前年同期を下回りました。 
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（ファブリックケア分野） 

柔軟剤は、お客様の嗜好をとらえて改良発売した「ソフラン アロマリッチ」が好調に推移し、全体の

売上は前年同期を上回りました。 

洗濯用洗剤は、超コンパクト液体洗剤「トップ スーパーNANOX
ナノックス

」を改良発売しましたが、「トップ HYGIA
ハ イ ジ ア

」

が前年同期を下回るとともに、市場規模の縮小が続く粉末洗剤が前年同期を下回り、全体の売上は前年

同期を下回りました。 

（リビングケア分野） 

台所用洗剤は、「CHARMY
チ ャ ーミ ー

 Magica
マ ジ カ

」が堅調に推移しましたが、全体の売上は前年同期を下回りました。 

住居用洗剤は、浴室用カビ防止剤「ルックプラス おふろの防カビくん煙剤」が好調に推移するととも

に、手でさわらずにキッチンの排水口のヌメリが落とせる新製品「ルックプラス 清潔リセット 排水口

まるごとクリーナー キッチン用」を発売し、全体の売上は前年同期を上回りました。 

 調理関連品は、電子レンジで簡単にできたての手作り料理ができる調理バック「リード プチ圧力調

理バック」を新発売し、全体の売上は前年同期を上回りました。 

（薬品分野） 

解熱鎮痛薬は、「バファリン プレミアム」や「バファリン ルナ i」が好調に推移し、全体の売上は前

年同期を大幅に上回りました。 

点眼剤は、ビタミンＡ浸透処方で目の乾きなどによる疲れを改善する新製品「スマイル ザ メディカ

ル Ａ」がお客様のご好評をいただくとともに、ソフトコンタクトレンズ適用目薬として日本で初めて

ビタミンＡを配合した「スマイルコンタクト Ｅ Ｘ
イーエックス

 ひとみリペア」を発売し、全体の売上は前年同期を

上回りました。 

（その他の分野） 

通信販売商品は、「ナイスリムエッセンス ラクトフェリン」が前年同期を下回り、全体の売上は前年

同期を下回りました。 

ペット用品は、猫用トイレの砂「ニオイをとる砂」やオーラルケア用品が好調に推移し、全体の売上

は前年同期を大幅に上回りました。 
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＜産業用品事業＞ 

当事業は、タイヤの防着剤等を取り扱う「自動車分野」、２次電池用導電性カーボン等の「電気・電子

分野」、施設・厨房向け洗浄剤等の「業務用洗浄剤分野」等で構成されており、全体の売上高は、前年同

期比９.２％の増加となりました。セグメント利益は、前年同期比３７.０％の増加となりました。 

 （単位：百万円） 

当第２四半期 売上比 前第２四半期 売上比 増減額 増減率 

売 上 高 28,313 25,934 2,379 9.2% 

セグメント利益 1,352 4.8% 987 3.8% 365 37.0% 

(注)売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでおり、その金額は当第２四半期 

では 12,153百万円、前第２四半期では 10,544百万円となっております。 

自動車分野では、自動車部品用カーボンが好調に推移し、全体の売上は前年同期を上回りました。 

電気・電子分野では、海外向けの２次電池用導電性カーボン、半導体搬送材料用導電樹脂が好調に推

移し、全体の売上は前年同期を大幅に上回りました。 

業務用洗浄剤分野では、厨房向け消毒用アルコールが好調に推移するとともに、ハンドソープが順調

に推移し、全体の売上は前年同期を上回りました。 

＜海外事業＞ 

海外は、タイ、マレーシア等の東南アジア、韓国、中国等の北東アジアにおいて事業を展開しており

ます。全体の売上高は、前年同期比４.５％の増加（為替変動の影響を除いた実質前年同期比０.５％の

増加）となりました。セグメント利益は、前年同期比１３.３％の増加となりました。 

 （単位：百万円） 

当第２四半期 売上比 前第２四半期 売上比 増減額 増減率 

売 上 高 52,202 49,968 2,234 4.5% 

セグメント利益 2,892 5.5% 2,551 5.1% 340 13.3% 

(注)売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでおり、その金額は当第２四半期 

では 5,212百万円、前第２四半期では 5,899百万円となっております。 

［地域別売上状況］ （単位：百万円） 

当第２四半期 前第２四半期 増減額 増減率 

東 南 ア ジ ア 35,431 32,629 2,801 8.6% 

北 東 ア ジ ア 16,771 17,338 △567 △3.3% 

（地域別の状況） 

東南アジア全体の売上高は、前年同期比８.６％の増加となりました。 

タイでは、「システマ」ハブラシが堅調に推移し、円貨換算後の全体の売上は前年同期を大幅に上回り

ました。 

また、マレーシアでは洗濯用洗剤「トップ」が好調に推移し、円貨換算後の全体の売上は前年同期を

大幅に上回りました。 

北東アジア全体の売上高は、前年同期比３.３％の減少となりました。 

韓国では、「キレイキレイ」ハンドソープが好調に推移し、円貨換算後の全体の売上は前年同期を上回

りました。 

また、中国では、「システマ」ハミガキが前年同期を下回り、円貨換算後の全体の売上は前年同期を下

回りました。 
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＜その他＞（建設請負事業等） 

 （単位：百万円） 

当第２四半期 売上比 前第２四半期 売上比 増減額 増減率 

売 上 高 15,433 14,241 1,191 8.4% 

セグメント利益 639 4.1% 597 4.2% 41 7.0% 

(注)売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでおり、その金額は当第２四半期 

では 12,759百万円、前第２四半期では 12,835百万円となっております。 

（２） 財政状態に関する説明 

当四半期における資産、負債および資本の状況 

（連結財政状態） 

当第２四半期 

連結会計期間末 

前連結会計 

年度末 
増減 

資産合計（百万円） 344,131 338,855 5,275 

資本合計（百万円） 199,676 188,793 10,883 

親会社所有者帰属持分比率（％） 54.5 52.7 1.8 

 資産合計は、棚卸資産の増加等により、前連結会計年度末と比較して５２億７千５百万円増加し、

３,４４１億３千１百万円となりました。資本合計は、１０８億８千３百万円増加し、１,９９６億 

７千６百万円となり、親会社所有者帰属持分比率は５４.５％となりました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

２０１８年２月９日に公表いたしました通期の連結業績予想については変更しておりません。 

（当期業績予想値算出の前提条件） 

第３四半期以降における主要な為替レートは、１１２円／米ドル、３.５円／バーツとしています。 
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

(単位：百万円)

移行日
(2017年１月１日)

前連結会計年度
(2017年12月31日)

当第２四半期
連結会計期間

(2018年６月30日)

資産

　流動資産

　 現金及び現金同等物 77,739 91,401 92,013

　 営業債権及びその他の債権 60,946 64,871 64,629

　 棚卸資産 39,142 39,654 44,463

　 その他の金融資産 1,315 1,996 1,837

　 その他の流動資産 1,555 1,367 2,668

　 小計 180,699 199,291 205,611

　 売却目的で保有する資産 - 228 -

　 流動資産合計 180,699 199,520 205,611

　非流動資産

　 有形固定資産 73,245 79,539 76,963

　 のれん 182 182 182

　 無形資産 7,588 8,149 8,469

　 持分法で会計処理されている
　 投資

4,907 5,585 8,032

　 繰延税金資産 6,236 5,730 5,458

　 退職給付に係る資産 7,973 10,302 10,370

　 その他の金融資産 21,055 29,399 28,854

　 その他の非流動資産 418 446 187

　 非流動資産合計 121,608 139,335 138,519

　資産合計 302,308 338,855 344,131
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(単位：百万円)

移行日
(2017年１月１日)

前連結会計年度
(2017年12月31日)

当第２四半期
連結会計期間

(2018年６月30日)

負債及び資本

負債

　流動負債

　 営業債務及びその他の債務 69,285 75,744 82,017

　 借入金 4,504 4,040 1,524

　 未払費用 38,798 35,965 30,468

　 未払法人所得税等 4,677 4,528 1,983

　 引当金 702 844 1,472

　 その他の金融負債 893 890 1,030

　 その他の流動負債 6,754 7,388 4,563

　 流動負債合計 125,617 129,400 123,059

　非流動負債

　 借入金 1,690 1,569 1,327

　 繰延税金負債 1,165 6,440 6,293

　 退職給付に係る負債 10,733 7,554 8,553

　 引当金 337 375 374

　 その他の金融負債 3,114 3,090 3,246

　 その他の非流動負債 1,708 1,632 1,597

　 非流動負債合計 18,751 20,662 21,394

　負債合計 144,368 150,062 144,454

資本

　資本金 34,433 34,433 34,433

　資本剰余金 34,508 34,687 34,676

　自己株式 △4,778 △4,805 △4,775

　その他の資本の構成要素 8,371 15,498 13,616

　利益剰余金 76,938 98,625 109,683

　親会社の所有者に帰属する
　持分合計

149,473 178,439 187,634

　非支配持分 8,466 10,353 12,042

　資本合計 157,939 188,793 199,676

負債及び資本合計 302,308 338,855 344,131
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2017年１月１日
　至 2017年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
　至 2018年６月30日)

売上高 162,890 168,484

売上原価 △81,041 △85,809

　売上総利益 81,849 82,674

販売費及び一般管理費 △69,307 △70,121

その他の収益 464 6,059

その他の費用 △566 △738

　営業利益 12,440 17,872

金融収益 419 407

金融費用 △97 △92

持分法による投資利益 474 344

　税引前四半期利益 13,237 18,532

法人所得税費用 △3,652 △1,580

　四半期利益 9,585 16,952

四半期利益の帰属

　親会社の所有者 8,768 13,935

非支配持分 816 3,016

四半期利益 9,585 16,952

１株当たり四半期利益

　基本的１株当たり四半期利益(円) 30.18 47.95

　希薄化後１株当たり四半期利益(円) 30.14 47.89
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要約四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2017年１月１日
　至 2017年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
　至 2018年６月30日)

四半期利益 9,585 16,952

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で
測定される金融資産の純変動

1,848 △304

持分法適用会社におけるその他の
包括利益に対する持分

△14 26

純損益に振り替えられることのない項目
合計

1,834 △277

純損益に振り替えられる可能性のある
項目

キャッシュ・フロー・ヘッジの
公正価値の純変動

△14 △22

在外営業活動体の換算差額 232 △1,664

持分法適用会社におけるその他の
包括利益に対する持分

△65 △289

純損益に振り替えられる可能性のある
項目合計

153 △1,977

税引後その他の包括利益合計 1,987 △2,254

四半期包括利益 11,573 14,697

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 10,610 12,113

非支配持分 963 2,583

四半期包括利益 11,573 14,697
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第２四半期連結累計期間(自 2017年１月１日 至 2017年６月30日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

新株予約権

その他の包括
利益を通じて
公正価値で測
定される金融
資産の純変動

キャッシュ・
フロー・ヘッ
ジの公正価値
の純変動

2017年１月１日残高 34,433 34,508 △4,778 218 8,140 12

四半期利益

その他の包括利益 1,807 △14

四半期包括利益合計 ― ― ― ― 1,807 △14

配当金

自己株式の取得 △37

自己株式の処分 △3 22 △18

株式報酬取引 38 10

その他の資本の
構成要素から
利益剰余金への
振替

△60

所有者との取引額等
合計

― 34 △14 △8 △60 ―

2017年６月30日残高 34,433 34,542 △4,793 210 9,886 △1

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計

その他の資本の構成要素

利益剰余金 合計在外営業活動
体の換算差額

合計

2017年１月１日残高 ― 8,371 76,938 149,473 8,466 157,939

四半期利益 ― 8,768 8,768 816 9,585

その他の包括利益 48 1,841 1,841 146 1,987

四半期包括利益合計 48 1,841 8,768 10,610 963 11,573

配当金 ― △2,324 △2,324 △878 △3,203

自己株式の取得 ― △37 △37

自己株式の処分 △18 0 0

株式報酬取引 10 48 48

その他の資本の
構成要素から
利益剰余金への
振替

△60 60 ― ―

所有者との取引額等
合計

― △68 △2,263 △2,312 △878 △3,191

2017年６月30日残高 48 10,144 83,443 157,770 8,550 166,321
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当第２四半期連結累計期間(自 2018年１月１日 至 2018年６月30日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

新株予約権

その他の包括
利益を通じて
公正価値で測
定される金融
資産の純変動

キャッシュ・
フロー・ヘッ
ジの公正価値
の純変動

2018年１月１日残高 34,433 34,687 △4,805 210 13,826 4

四半期利益

その他の包括利益 △255 △22

四半期包括利益合計 ― ― ― ― △255 △22

配当金

自己株式の取得 △4

自己株式の処分 19 34 △32

株式報酬取引 17

支配の喪失とならな
い子会社に対する所
有者持分の変動

△48

その他の資本の
構成要素から
利益剰余金への
振替

△27

所有者との取引額等
合計

― △11 30 △32 △27 ―

2018年６月30日残高 34,433 34,676 △4,775 178 13,543 △18

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計

その他の資本の構成要素

利益剰余金 合計在外営業活動
体の換算差額

合計

2018年１月１日残高 1,456 15,498 98,625 178,439 10,353 188,793

四半期利益 ― 13,935 13,935 3,016 16,952

その他の包括利益 △1,543 △1,821 △1,821 △432 △2,254

四半期包括利益合計 △1,543 △1,821 13,935 12,113 2,583 14,697

配当金 ― △2,905 △2,905 △1,547 △4,453

自己株式の取得 ― △4 △4

自己株式の処分 △32 21 21

株式報酬取引 ― 17 17

支配の喪失とならな
い子会社に対する所
有者持分の変動

― △48 652 604

その他の資本の
構成要素から
利益剰余金への
振替

△27 27 ― ―

所有者との取引額等
合計

― △60 △2,877 △2,918 △895 △3,814

2018年６月30日残高 △87 13,616 109,683 187,634 12,042 199,676
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（４）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報）

(1) 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、製品別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品の包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しております。国内の関係会社は、製品・サービスの特性に応じて営業活動を行っております。

海外の関係会社は、独立した経営単位であり、地域の特性に応じて営業活動を行っております。

したがって、当社グループは、事業本部及び会社を基礎とした製品・サービス別及び地域別のセグメントから構

成されており、「一般用消費財事業」、「産業用品事業」、「海外事業」の３つの報告セグメントに区分しており

ます。

当社グループの報告セグメントは、以下のとおりであります。

① 一般用消費財事業

主に日本において、日用品、一般用医薬品、機能性食品の製造販売及び売買を行っております。

(主要製品)ハミガキ、ハブラシ、ハンドソープ、解熱鎮痛薬、点眼剤、栄養ドリンク剤、殺虫剤、洗濯用洗

剤、台所用洗剤、柔軟剤、住居用洗剤、漂白剤、ペット用品

② 産業用品事業

主に日本及び海外諸地域に対する化学品原料、業務用品等の製造販売及び売買を行っております。

(主要製品)油脂活性剤、導電性カーボン、業務用洗浄剤

③ 海外事業

海外の関係会社において、主に日用品の製造販売及び売買を行っております。

④ その他

日本において当社の子会社が、主に当社グループの各事業に関連した事業を行っております。

(主要製品及びサービス)建設請負、不動産管理、輸送保管、人材派遣
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(2) 報告セグメントの売上高及び業績

前第２四半期連結累計期間(自 2017年１月１日 至 2017年６月30日)

(単位：百万円)

　

報告セグメント

その他 計
調整額
(注２)

連結
一般用

消費財事業
産業用品
事業

海外事業

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客への
　 売上高

101,953 15,390 44,068 1,405 162,817 72 162,890

(2) セグメント間の
　 内部売上高又は
　 振替高(注１)

13,680 10,544 5,899 12,835 42,960 △42,960 ―

計 115,633 25,934 49,968 14,241 205,778 △42,887 162,890

事業利益 7,507 987 2,551 597 11,644 898 12,542

その他の収益 464

その他の費用 △566

営業利益 12,440

金融収益 419

金融費用 △97

持分法による投資利益 474

税引前四半期利益 13,237

(注) １ 報告セグメント内の内部取引を含んでおります。

(注) ２ 事業利益の調整額898百万円は、主に内部取引消去額及び報告セグメントに帰属しない全社費用でありま

す。

(注) ３ 売上総利益から事業利益への調整は以下の通りです。

　売上総利益 81,849

　販売費及び一般管理費 △69,307

　事業利益 12,542

　事業利益は、売上総利益から販売費及び一般管理費を控除した利益であり、当社の取締役会では事業利益

に基づいて事業セグメントの実績を評価しております。
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当第２四半期連結累計期間(自 2018年１月１日 至 2018年６月30日)

(単位：百万円)

　

報告セグメント

その他 計
調整額
(注２)

連結
一般用

消費財事業
産業用品
事業

海外事業

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客への
　 売上高

102,692 16,160 46,990 2,674 168,517 △32 168,484

(2) セグメント間の
　 内部売上高又は
　 振替高(注１)

8,134 12,153 5,212 12,759 38,258 △38,258 ―

計 110,826 28,313 52,202 15,433 206,776 △38,291 168,484

事業利益 8,046 1,352 2,892 639 12,930 △378 12,552

その他の収益 6,059

その他の費用 △738

営業利益 17,872

金融収益 407

金融費用 △92

持分法による投資利益 344

税引前四半期利益 18,532

(注) １ 報告セグメント内の内部取引を含んでおります。

(注) ２ 事業利益の調整額△378百万円は、主に内部取引消去額及び報告セグメントに帰属しない全社費用でありま

す。

(注) ３ 売上総利益から事業利益への調整は以下の通りです。

　売上総利益 82,674

　販売費及び一般管理費 △70,121

　事業利益 12,552

　事業利益は、売上総利益から販売費及び一般管理費を控除した利益であり、当社の取締役会では事業利益

に基づいて事業セグメントの実績を評価しております。
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（初度適用）

当社グループは、2018年12月31日に終了する連結会計年度の第１四半期から、IFRSに準拠した要約四半期連結財務

諸表を開示しております。日本基準に準拠して作成された直近の連結財務諸表は2017年12月31日に終了する連結会計

年度に関するものであり、IFRSへの移行日は2017年１月１日であります。

IFRSでは、IFRSを初めて適用する会社に対して、原則として、IFRSで要求される基準を遡及して適用することを求

めております。ただし、IFRS第１号「国際財務報告基準の初度適用」(以下「IFRS第１号」という。)では、IFRSで要

求される基準の一部について任意に遡及適用を免除する規定及び強制的に遡及適用を禁止する例外規定が定められて

おり、当社グループは主に以下の免除規定を適用しております。

IFRS第１号の免除規定

(1) 企業結合

IFRS第１号では、IFRS第３号「企業結合」(以下「IFRS第３号」という。)を遡及適用、又は、将来に向かって適

用することを選択することができます。当社グループは、移行日より前に行われた企業結合に対してIFRS第３号を

遡及適用しないことを選択しております。この結果、移行日より前に行われた企業結合は、日本基準により会計処

理しており、修正再表示しておりません。

企業結合により発生したのれんについては、原則としてIFRS移行日前に適用していた日本基準の簿価を引継いで

おりますが、IAS第21号「外国為替レート変動の影響」を遡及適用しているため、外貨建のれんはすべて決算日の為

替レートで再換算しております。

のれんについては、減損の兆候の有無にかかわらず移行日時点で減損テストを実施しております。

(2) みなし原価

IFRS第１号では、有形固定資産について移行日現在の公正価値を当該日現在のみなし原価として使用することが

認められております。当社グループは、一部の有形固定資産について、移行日現在の公正価値を当該日現在のみな

し原価として使用しております。

(3) 在外営業活動体の換算差額

IFRS第１号では、在外営業活動体の換算差額の累計額を移行日現在でゼロとみなすこと、又は、子会社等の設立

又は取得時まで遡及して当該換算差額を再計算することを選択することができます。当社グループは、在外営業活

動体の換算差額の累計額を移行日現在でゼロとみなすことを選択しております。

(4) 移行日前に認識した金融商品の指定

IFRS第１号では、IFRS移行日前に認識した金融商品について、移行日時点で存在する事実及び状況に基づき、

IFRS第９号「金融商品」（以下「IFRS第９号」という。）に基づく指定を行うことができます。当社グループは、

IFRS移行日時点で存在する事実及び状況に基づいて、IFRS第９号に従った金融商品についての指定を行っておりま

す。

IFRS第１号の強制的な例外規定

IFRS第１号では、「見積り」、「金融資産及び金融負債の認識の中止」、「ヘッジ会計」、「非支配持分」、

「金融資産の分類及び測定」及び「金融資産の減損」について、IFRSの遡及適用を禁止しております。当社グルー

プは、これらの項目について移行日より将来に向かって適用しております。

IFRSの初度適用において開示が求められる調整表は以下のとおりであります。

なお、調整表の「表示組替」には利益剰余金及び包括利益に影響を及ぼさない項目を、「認識及び測定の差異」に

は利益剰余金及び包括利益に影響を及ぼす項目を含めて表示しております。
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IFRS移行日(2017年１月１日)の資本に対する調整

(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び

測定の差異
IFRS 注記 IFRS表示科目

資産の部 資産

　流動資産 　流動資産

　 現金及び預金 17,879 59,860 - 77,739 (12) 　 現金及び現金同等物

　 受取手形及び売掛金 60,293 677 △24 60,946
(1),
(12)

　 営業債権及びその他
　 の債権

　 有価証券 61,007 △61,007 - - (12) 　

　 棚卸資産 39,726 - △583 39,142 (2) 　 棚卸資産

　 繰延税金資産 4,161 △4,161 - - (12) 　

　 1,315 - 1,315 (12) 　 その他の金融資産

　 その他 2,465 △909 - 1,555 (12) 　 その他の流動資産

　 貸倒引当金 △64 64 - - 　

　 流動資産合計 185,469 △4,161 △607 180,699 　 流動資産合計

固定資産 　非流動資産

　有形固定資産 74,402 - △1,156 73,245 (3) 　 有形固定資産

　無形固定資産 　

　 のれん 182 - - 182 　 のれん

　 商標権 1,658 △1,658 - - (12) 　

　 その他 981 △981 - - (12) 　

　 2,640 4,948 7,588
(4),
(12)

　 無形資産

　投資その他の資産 　

　 投資有価証券 24,025 △24,025 - - 　

　 長期貸付金 28 △28 - - 　

4,918 △10 4,907 (12)
　 持分法で会計処理
　 されている投資

　 繰延税金資産 2,581 4,161 △505 6,236
(5),
(12)

　 繰延税金資産

　 退職給付に係る資産 7,973 - - 7,973 　 退職給付に係る資産

　 19,924 1,130 21,055
(6),
(12)

　 その他の金融資産

　 その他 1,291 △873 - 418 (12) 　 その他の非流動資産

　 貸倒引当金 △84 84 - - 　

　固定資産合計 113,040 4,161 4,406 121,608 　 非流動資産合計

資産合計 298,510 - 3,798 302,308 　資産合計
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(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び

測定の差異
IFRS 注記 IFRS表示科目

負債の部 負債

　流動負債 　流動負債

　 支払手形及び買掛金 50,947 18,160 178 69,285
(7),
(12)

　 営業債務及びその他
　 の債務

　 短期借入金 4,244 △4,244 - - (12) 　

　 １年内返済予定の
　 長期借入金

260 △260 - - (12) 　

　 4,504 - 4,504 (12) 　 借入金

　 未払金及び未払費用 51,979 △13,181 - 38,798 (12) 　 未払費用

　 未払法人税等 4,677 - - 4,677 　 未払法人所得税等

　 賞与引当金 3,792 △3,792 - - (12) 　

　 返品調整引当金 382 △382 - - (12) 　

　 販売促進引当金 2,974 △2,974 - - (12) 　

　 役員賞与引当金 387 △387 - - (12) 　

　 702 - 702 (12) 　 引当金

　 727 165 893
(3),
(12)

　 その他の金融負債

　 その他 3,793 1,111 1,849 6,754
(8),
(12)

　 その他の流動負債

　 流動負債合計 123,440 △16 2,193 125,617 　 流動負債合計

　固定負債 　非流動負債

　 長期借入金 1,690 - - 1,690 　 借入金

　 926 239 1,165
(5),
(12)

　 繰延税金負債

　 役員退職慰労引当金 287 △287 - - (12)

　 退職給付に係る負債 10,446 287 - 10,733 (12) 　 退職給付に係る負債

　 資産除去債務 337 - - 337 (12) 　 引当金

　 2,846 268 3,114
(3),
(12)

　 その他の金融負債

　 その他 4,428 △3,756 1,036 1,708
(9),
(12)

　 その他の非流動負債

　 固定負債合計 17,190 16 1,543 18,751 　 非流動負債合計

　負債合計 140,630 - 3,737 144,368 　負債合計
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(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び

測定の差異
IFRS 注記 IFRS表示科目

純資産の部 資本

　資本金 34,433 - - 34,433 　資本金

　資本剰余金 34,508 - - 34,508 　資本剰余金

　自己株式 △4,778 - - △4,778 　自己株式

　新株予約権 218 △218 - - 　

　その他有価証券評価
　差額金

7,429 △7,429 - - 　

　繰延ヘッジ損益 12 △12 - - 　

　為替換算調整勘定 445 △445 - - 　

　退職給付に係る調整
　累計額

△5,246 5,246 - - 　

　 2,859 5,512 8,371 (10) 　その他の資本の構成要素

　利益剰余金 82,479 - △5,540 76,938 (11) 　利益剰余金

　 149,473
　親会社の所有者に帰属
　する持分合計

　非支配株主持分 8,377 - 89 8,466 　非支配持分

純資産合計 157,879 - 60 157,939 資本合計

負債純資産合計 298,510 - 3,798 302,308 負債及び資本合計

IFRS移行日(2017年１月１日)の資本に対する調整に関する注記

　(1) 営業債権及びその他の債権に対する調整

主として一部の取引について、収益認識基準を変更したため、利益剰余金に調整が反映されております。ま

た、日本基準で工事完成基準を採用していた工事契約について、IFRSでは工事原価回収基準を採用し、発生し

た費用は発生時に認識しております。

(2) 棚卸資産に対する調整

主として日本基準で認識していた貯蔵品の中で販売促進を目的とした物品などについては、IFRSでは資産の

定義を満たさないため、利益剰余金に調整が反映されております。

(3) 有形固定資産に対する調整

有形固定資産に対する調整は、主として以下のみなし原価の適用によるものです。

当社グループでは、一部の有形固定資産について、移行日現在の公正価値を当該日現在のみなし原価として

使用しております。移行日において、みなし原価を使用した有形固定資産の日本基準における帳簿価額は3,796

百万円であり、公正価値は2,205百万円です。

上記の結果、移行日における有形固定資産が1,591百万円減少し、利益剰余金に調整が反映されております。

また、公正価値は、適切な専門家としての資格を有する独立した鑑定人による評価等に基づいており、レベ

ル３に分類しております。

さらに、日本基準においては少額リース資産として費用処理しているファイナンス・リースを、IFRSにおい

ては資産計上しております。

(4) 無形資産に対する調整

日本基準では、耐用年数を確定できない無形資産は、耐用年数を10年として定額法により償却しておりまし

たが、IFRSでは償却を行っていないため、利益剰余金に調整が反映されております。
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(5) 繰延税金資産及び繰延税金負債に対する調整

主として日本基準からIFRSへの調整に伴い一時差異が発生したことにより、繰延税金資産及び繰延税金負債

の金額を調整しております。また、日本基準では、未実現利益の消去に伴う税効果について、売却元の実効税

率を用いて計算しておりましたが、IFRSでは売却先の実効税率を用いて計算しております。

(6) その他の金融資産(非流動資産)に対する調整

日本基準では、市場性のない資本性金融資産については取得原価により評価しており、必要により発行会社

の財政状態の悪化に応じて減損処理を行っておりました。IFRSではこれらの資本性金融資産について、その他

の包括利益を通じて公正価値で測定される金融資産として指定しており、活発な市場の有無に関係なく公正価

値で測定しており、その変動額をその他の包括利益として認識し、認識を中止した場合又は公正価値が著しく

低下した場合に利益剰余金に振り替えております。

(7) 営業債務及びその他の債務に対する調整

IFRSにおいて収益認識要件に照らして返金負債を調整しており、利益剰余金に調整が反映されております。

(8) その他の流動負債に対する調整

主として日本基準では負債として認識されていない未消化の有給休暇について、IFRSでは負債の認識を行っ

ており、利益剰余金に調整が反映されております。

(9) その他の非流動負債に対する調整

日本基準では負債として認識されていない一定の勤務年数を条件として付与される特別休暇や報奨金につい

て、IFRSでは負債の認識を行っており、利益剰余金に調整が反映されております。

(10) その他の資本の構成要素に対する調整

① IFRS第１号に規定されている免除規定を選択し、在外営業活動体に係る累積換算差額の残高を、移行日で

ある2017年１月１日時点においてすべて利益剰余金に振り替えております。この結果、その他の資本の構成

要素が445百万円減少しております。

② 注記(6)に記載の市場性のない資本性金融資産の公正価値評価により、その他の資本の構成要素が1,130百

万円増加しております。

③ 日本基準では退職給付に係る数理計算上の差異は、発生時にその他の包括利益で認識しておりましたが、

IFRSでは、発生時にその他の包括利益として一括で認識し、直ちに利益剰余金に振り替えております。この

結果、その他の資本の構成要素が5,246百万円増加しております。
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(11) 利益剰余金に対する調整

移行日
(2017年１月１日)

百万円

棚卸資産に対する調整（注記（2）参照） △723

有形固定資産に対する調整
（注記（3）参照）

△1,591

無形資産に対する調整（注記（4）参照） 4,948

その他の流動負債に対する調整
（注記（8）参照）

△1,861

その他の非流動負債に対する調整
（注記（9）参照）

△1,036

退職給付に係る調整累計額に対する調整
（注記（10）参照）

△5,246

在外営業活動体の累積換算差額に対する調整
（注記（10）参照）

445

その他 △475

利益剰余金調整額合計 △5,540

上記調整項目は、税効果考慮前の影響額であり、税効果の影響はその他に含めております。

(12) 表示組替

IFRSの規定に準拠するために表示組替を行っており、主なものは以下のとおりであります。

① 日本基準において、「現金及び預金」のうち、預入期間が３か月を超える定期預金を、IFRSにおいては、

流動資産の「その他の金融資産」として表示しております。また、日本基準において、「有価証券」及び

「その他(流動資産)」のうち、取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資を、IFRSにおいては、

「現金及び現金同等物」として表示しております。

② 日本基準において、流動資産の「その他」に含めていた未収入金について、IFRSにおいては、「営業債権

及びその他の債権」に振り替えて表示し、また、日本基準において、流動負債の「未払金及び未払費用」に

含めていた未払金について、IFRSにおいては、「営業債務及びその他の債務」に振り替えて表示しておりま

す。

③ IFRSの表示規定に基づき、「その他の金融資産」及び「その他の金融負債」を別掲しております。

④ 日本基準において、無形固定資産の「商標権」及び「その他（無形固定資産）」を、IFRSにおいては、

「無形資産」として表示しております。

⑤ 日本基準において、持分法で会計処理されている投資は「投資有価証券」に含めて表示しておりましたが、

IFRSにおいては、「持分法で会計処理されている投資」として表示しております。

⑥ 日本基準において、流動項目として表示している「繰延税金資産」及び「繰延税金負債」を、IFRSにおい

ては、非流動項目として表示しております。

⑦ 日本基準において、流動負債に区分掲記していた「短期借入金」及び「１年内返済予定の長期借入金」を、

IFRSにおいては、「借入金（流動）」に組替えて表示しています。

⑧ 日本基準において、流動負債に区分掲記していた「販売促進引当金」、「返品調整引当金」、「賞与引当

金」などを、IFRSにおいては、「営業債務及びその他の債務」や「その他の流動負債」、「引当金」として

表示しております。

⑨ 日本基準において、固定負債に区分掲記していた「資産除去債務」を、IFRSにおいては、「引当金」とし

て表示しております。

⑩ 日本基準において、固定負債に区分掲記していた「役員退職慰労引当金」を、IFRSにおいては、「退職給

付に係る負債」として表示しております。
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前第２四半期連結会計期間(2017年６月30日)の資本に対する調整

(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び

測定の差異
IFRS 注記 IFRS表示科目

資産の部 資産

　流動資産 　流動資産

　 現金及び預金 19,285 46,609 - 65,894 (15) 　 現金及び現金同等物

　 受取手形及び売掛金 55,276 514 11 55,802
(1),
(15)

　 営業債権及びその他
　 の債権

　 有価証券 48,167 △48,167 - - (15) 　

　 棚卸資産 43,722 - △757 42,964 (2) 　 棚卸資産

　 1,790 - 1,790 (15) 　 その他の金融資産

　 その他 5,896 △4,064 - 1,831 (15) 　 その他の流動資産

　 貸倒引当金 △64 64 - - 　

　 流動資産合計 172,283 △3,253 △745 168,284 　 流動資産合計

固定資産 　非流動資産

　有形固定資産 74,586 - △1,134 73,451 (3) 　 有形固定資産

　無形固定資産 　

　 商標権 274 △274 - - (15) 　

　 その他 1,209 △1,209 - - (15) 　

142 40 182 (4) 　 のれん

　 1,342 6,329 7,672
(5),
(15)

　 無形資産

　投資その他の資産 　

　 投資有価証券 26,435 △26,435 - - 　

5,115 39 5,155 (15)
　 持分法で会計処理
　 されている投資

　 4,942 502 5,444
(6),
(15)

　 繰延税金資産

　 8,157 - 8,157 (15) 　 退職給付に係る資産

　 22,385 1,325 23,711
(7),
(15)

　 その他の金融資産

　 その他 11,469 △10,999 - 470 (15) 　 その他の非流動資産

　 貸倒引当金 △86 86 - - 　

　固定資産合計 113,888 3,253 7,102 124,244 　 非流動資産合計

資産合計 286,172 - 6,356 292,529 　資産合計
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(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び

測定の差異
IFRS 注記 IFRS表示科目

負債の部 負債

　流動負債 　流動負債

　 支払手形及び買掛金 28,521 35,291 145 63,958
(8),
(15)

　 営業債務及びその他
　 の債務

　 電子記録債務 14,599 △14,599 - - (15) 　

短期借入金 4,639 △4,639 - - (15)

　 １年内返済予定の
　 長期借入金

263 △263 - - (15) 　

　 4,903 - 4,903 (15) 　 借入金

　 未払金及び未払費用 41,295 △14,596 - 26,699 (15) 　 未払費用

　 未払法人税等 2,622 - - 2,622 　 未払法人所得税等

　 賞与引当金 1,908 △1,908 - - (15) 　

　 返品調整引当金 376 △376 - - (15) 　

　 販売促進引当金 3,305 △3,305 - - (15) 　

　 役員賞与引当金 139 △139 - - (15) 　

　 1,163 - 1,163 (15) 　 引当金

　 780 172 952
(3),
(15)

　 その他の金融負債

　 その他 4,911 △2,308 2,244 4,848
(9),
(15)

　 その他の流動負債

　 流動負債合計 102,585 - 2,562 105,148 　 流動負債合計

　固定負債 　非流動負債

　 長期借入金 1,581 - - 1,581 　 借入金

　 908 1,420 2,329
(6),
(15)

　 繰延税金負債

役員退職慰労引当金 262 △262 - - (15)

株式給付引当金 38 - △38 - (10)

　 退職給付に係る負債 11,023 262 546 11,831
(11),
(15)

　 退職給付に係る負債

　 資産除去債務 339 - - 339 (15) 　 引当金

　 2,986 283 3,270
(3),
(15)

　 その他の金融負債

　 その他 4,565 △3,894 1,036 1,706
(12),
(15)

　 その他の非流動負債

　 固定負債合計 17,810 - 3,248 21,059 　 非流動負債合計

　負債合計 120,396 - 5,811 126,207 　負債合計
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(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び

測定の差異
IFRS 注記 IFRS表示科目

純資産の部 資本

　資本金 34,433 - - 34,433 　資本金

　資本剰余金 35,291 - △749 34,542
(10),
(16)

　資本剰余金

　自己株式 △5,581 - 787 △4,793 (16) 　自己株式

　新株予約権 210 △210 - - 　

　その他有価証券評価
　差額金

9,043 △9,043 - - 　

　繰延ヘッジ損益 △1 1 - - 　

　為替換算調整勘定 493 △493 - - 　

　退職給付に係る調整
　累計額

△4,985 4,985 - - 　

　 4,760 5,384 10,144 (13) 　その他の資本の構成要素

　利益剰余金 88,427 - △4,983 83,443 (14) 　利益剰余金

　 157,770
　親会社の所有者に帰属
　する持分合計

　非支配株主持分 8,443 - 106 8,550 　非支配持分

　純資産合計 165,776 - 545 166,321 　資本合計

負債純資産合計 286,172 - 6,356 292,529 負債及び資本合計

前第２四半期連結会計期間(2017年６月30日)の資本に対する調整に関する注記

(1) 営業債権及びその他の債権に対する調整

主として一部の取引について、収益認識基準を変更したため、利益剰余金に調整が反映されております。ま

た、日本基準で工事完成基準を採用していた工事契約について、IFRSでは工事原価回収基準を採用し、発生し

た費用は発生時に認識しております。

(2) 棚卸資産に対する調整

主として日本基準で認識していた貯蔵品の中で販売促進を目的とした物品などについては、IFRSでは資産

の定義を満たさないため、利益剰余金に調整が反映されております。

(3) 有形固定資産に対する調整

有形固定資産に対する調整は、主として以下のみなし原価の適用によるものです。

当社グループでは、一部の有形固定資産について、移行日現在の公正価値を当該日現在のみなし原価として

使用しております。移行日において、みなし原価を使用した有形固定資産の日本基準における帳簿価額は3,796

百万円であり、公正価値は2,205百万円です。

上記の結果、移行日における有形固定資産が1,591百万円減少し、利益剰余金に調整が反映されております。

また、公正価値は、適切な専門家としての資格を有する独立した鑑定人による評価等に基づいており、レベ

ル３に分類しております。

さらに、日本基準においては少額リース資産として費用処理しているファイナンス・リースを、IFRSにおい

ては資産計上しております。

(4) のれんに対する調整

日本基準では実質的にのれんの償却年数を見積り、その年数で償却することとしておりましたが、IFRSでは

移行日以降の償却を停止しております。

(5) 無形資産に対する調整

日本基準では、耐用年数を確定できない無形資産は、耐用年数を10年として定額法により償却しておりまし

たが、IFRSでは償却を行っていないため、利益剰余金に調整が反映されております。
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(6) 繰延税金資産及び繰延税金負債に対する調整

主として日本基準からIFRSへの調整に伴い一時差異が発生したことにより、繰延税金資産及び繰延税金負債

の金額を調整しております。また、日本基準では、未実現利益の消去に伴う税効果について、売却元の実効税

率を用いて計算しておりましたが、IFRSでは売却先の実効税率を用いて計算しております。

(7) その他の金融資産(非流動資産)に対する調整

日本基準では、市場性のない資本性金融資産については取得原価により評価しており、必要により発行会社

の財政状態の悪化に応じて減損処理を行っておりました。IFRSではこれらの資本性金融資産について、その他

の包括利益を通じて公正価値で測定される金融資産として指定しており、活発な市場の有無に関係なく公正価

値で測定しており、その変動額をその他の包括利益として認識し、認識を中止した場合又は公正価値が著しく

低下した場合に利益剰余金に振り替えております。

(8) 営業債務及びその他の債務に対する調整

IFRSにおいて収益認識要件に照らして返金負債を調整しており、利益剰余金に調整が反映されております。

(9) その他の流動負債に対する調整

その他の流動負債に対する調整は、主として以下によるものであります。

① 日本基準では負債として認識されていない未消化の有給休暇について、IFRSでは負債の認識を行っており、

利益剰余金に調整が反映されております。

② 日本基準では、固定資産税等の賦課金に該当する項目について、納付時点で認識しておりましたが、IFRS

では債務発生事象が生じた時点で認識しており、その他の流動負債の金額を調整しております。

(10) 資本剰余金に対する調整

日本基準では株式の交付及び給付に係る規程に基づく取締役（社外取締役は除きます。）及び執行役員への

当社株式の給付に備えるため、株式給付見込額を引当金として計上しておりましたが、IFRSでは持分決済型株

式報酬として会計処理しており、資本剰余金に調整が反映されております。

(11) 退職給付に係る負債に対する調整

日本基準では、退職給付債務に割引率を乗じて利息費用を、年金資産に期待運用収益率を乗じて期待運用収

益をそれぞれ認識しておりましたが、IFRSでは退職給付債務と年金資産の純額に割引率を乗じた利息純額を認

識しております。

(12) その他の非流動負債に対する調整

日本基準では負債として認識されていない一定の勤務年数を条件として付与される特別休暇や報奨金につい

て、IFRSでは負債の認識を行っており、利益剰余金に調整が反映されております。

(13) その他の資本の構成要素に対する調整

① IFRS第１号に規定されている免除規定を選択し、在外営業活動体に係る累積換算差額の残高を、移行日で

ある2017年１月１日時点においてすべて利益剰余金に振り替えております。この結果、その他の資本の構成

要素が445百万円減少しております。

② 注記(7)に記載の市場性のない資本性金融資産の公正価値評価により、その他の資本の構成要素が1,325百

万円増加しております。

③ 日本基準では退職給付に係る数理計算上の差異は、発生時にその他の包括利益で認識しておりましたが、

IFRSでは、発生時にその他の包括利益として一括で認識し、直ちに利益剰余金に振り替えております。この

結果、その他の資本の構成要素が4,870百万円増加しております。
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(14) 利益剰余金に対する調整

前第２四半期
連結会計期間

(2017年６月30日)

百万円

棚卸資産に対する調整（注記（2）参照） △852

有形固定資産に対する調整
（注記（3）参照）

△1,591

無形資産に対する調整（注記（5）参照） 6,329

その他の流動負債に対する調整
（注記（9）参照）

△2,256

その他の非流動負債に対する調整
（注記（12）参照）

△1,036

退職給付に係る調整累計額に対する調整
（注記（13）参照）

△5,416

在外営業活動体の累積換算差額に関する調整
（注記（13）参照）

445

その他 △605

利益剰余金調整額合計 △4,983

上記調整項目は、税効果考慮前の影響額であり、税効果の影響はその他に含めております。

　

(15) 表示組替

IFRSの規定に準拠するために表示組替を行っており、主なものは以下のとおりであります。

① 日本基準において、「現金及び預金」のうち、預入期間が３か月を超える定期預金を、IFRSにおいては、

流動資産の「その他の金融資産」として表示しております。また、日本基準において、「有価証券」及び

「その他(流動資産)」のうち、取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資を、IFRSにおいては、

「現金及び現金同等物」として表示しております。

② 日本基準において、流動資産の「その他」に含めていた未収入金について、IFRSにおいては、「営業債権

及びその他の債権」に振り替えて表示し、また、日本基準では流動負債の「未払金及び未払費用」に含めて

いた未払金について、IFRSにおいて、「営業債務及びその他の債務」に振り替えて表示しております。

③ IFRSの表示規定に基づき、「その他の金融資産」及び「その他の金融負債」を別掲しております。

④ 日本基準において、無形固定資産の「商標権」及び「その他（無形固定資産）」を、IFRSにおいては、

「無形資産」として表示しております。

⑤ 日本基準において、持分法で会計処理されている投資は「投資有価証券」に含めて表示しておりましたが、

IFRSにおいては、「持分法で会計処理されている投資」として表示しております。

⑥ 日本基準において、流動項目としている繰延税金資産及び繰延税金負債を、IFRSにおいては、非流動項目

として表示しております。

⑦ 日本基準において、投資その他の資産の「その他」に含めていた退職給付に係る資産については、IFRSに

おいては、区分掲記しております。

⑧ 日本基準において、「電子記録債務」として区分掲記しておりましたが、IFRSにおいては、「営業債務及

びその他の債務」に振り替えて表示しております。

⑨ 日本基準において、流動負債に区分掲記していた「短期借入金」及び「１年内返済予定の長期借入金」を、

IFRSにおいては、「借入金（流動）」に組替えて表示しています。

⑩ 日本基準において、流動負債に区分掲記していた「販売促進引当金」、「返品調整引当金」、「賞与引当

金」などを、IFRSにおいては、「営業債務及びその他の債務」や「その他の流動負債」、「引当金」として

表示しております。

⑪ 日本基準において、固定負債に区分掲記していた「資産除去債務」を、IFRSにおいては、「引当金」とし

て表示しております。

⑫ 日本基準において、固定負債に区分掲記していた「役員退職慰労引当金」を、IFRSにおいては、「退職給

付に係る負債」として表示しております。

　

　(16) 連結範囲の差異

IFRSでは、信託については、その実質的な支配関係を投資対象のリターンに変動性を与える活動へのパワー

を有しているかという観点から判断し、支配していると判断した場合には、連結の範囲に含めております。当

社グループは、当該連結範囲の判定に基づき、実質的な支配関係にある信託を連結の範囲に含めております。
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前連結会計年度(2017年12月31日)の資本に対する調整

(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び

測定の差異
IFRS 注記 IFRS表示科目

資産の部 資産

　流動資産 　流動資産

　 現金及び預金 23,781 67,619 - 91,401 (14) 　 現金及び現金同等物

　 受取手形及び売掛金 64,141 673 56 64,871
(1),
(14)

　 営業債権及びその他
　 の債権

　 有価証券 69,211 △69,211 - - (14) 　

　 棚卸資産 40,209 - △555 39,654 (2) 　 棚卸資産

　 繰延税金資産 3,704 △3,704 - - (14) 　

　 1,996 - 1,996 (14) 　 その他の金融資産

　 その他 2,530 △1,162 - 1,367 (14) 　 その他の流動資産

　 貸倒引当金 △84 84 - - 　

203,495 △3,704 △499 199,291 　 小計

- 228 - 228 (14)
　 売却目的で保有する
　 資産

　 流動資産合計 203,495 △3,475 △499 199,520 　 流動資産合計

固定資産 　非流動資産

　有形固定資産 80,981 △228 △1,212 79,539 (3) 　 有形固定資産

　無形固定資産 　

　 のれん 101 - 81 182 (4) 　 のれん

　 商標権 40 △40 - - (14) 　

　 その他 1,548 △1,548 - - (14) 　

　 1,589 6,559 8,149
(5),
(14)

　 無形資産

　投資その他の資産 　

　 投資有価証券 32,464 △32,464 - - 　

　 長期貸付金 36 △36 - - 　

5,499 85 5,585 (14)
　 持分法で会計処理
　 されている投資

　 繰延税金資産 1,291 3,704 734 5,730
(6),
(14)

　 繰延税金資産

　 退職給付に係る資産 10,302 - - 10,302 　 退職給付に係る資産

　 28,045 1,354 29,399
(7),
(14)

　 その他の金融資産

　 その他 1,575 △1,129 - 446 (14) 　 その他の非流動資産

　 貸倒引当金 △84 84 - - 　

　固定資産合計 128,256 3,475 7,603 139,335 　 非流動資産合計

資産合計 331,751 - 7,103 338,855 　資産合計
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(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び
測定の差異

IFRS 注記 IFRS表示科目

負債の部 負債

　流動負債 　流動負債

　 支払手形及び買掛金 35,247 40,296 200 75,744
(8),
(14)

　 営業債務及びその他
　 の債務

　 電子記録債務 19,127 △19,127 - - (14)

　 短期借入金 3,754 △3,754 - - (14) 　

　 １年内返済予定の
　 長期借入金

285 △285 - - (14) 　

　 4,040 - 4,040 (14) 　 借入金

　 未払金及び未払費用 50,163 △14,198 - 35,965 (14) 　 未払費用

　 未払法人税等 4,528 - - 4,528 　 未払法人所得税等

　 賞与引当金 3,889 △3,889 - - (14) 　

　 返品調整引当金 382 △382 - - (14) 　

　 販売促進引当金 3,964 △3,964 - - (14) 　

　 役員賞与引当金 289 △289 - - (14) 　

　 844 - 844 (14) 　 引当金

　 733 157 890
(3),
(14)

　 その他の金融負債

　 その他 5,591 △20 1,817 7,388
(9),
(14)

　 その他の流動負債

　 流動負債合計 127,225 - 2,175 129,400 　 流動負債合計

　固定負債 　非流動負債

　 長期借入金 1,569 - - 1,569 　 借入金

　 繰延税金負債 4,336 - 2,104 6,440 (6) 　 繰延税金負債

　 役員退職慰労引当金 273 △273 - - (14) 　

　 株式給付引当金 155 - △155 - (10) 　

　 退職給付に係る負債 7,280 273 - 7,554 (14) 退職給付に係る負債

　 資産除去債務 375 - - 375 (14) 　 引当金

　 2,868 221 3,090
(3),
(14)

　 その他の金融負債

　 その他 3,519 △2,868 981 1,632
(11),
(14)

　 その他の非流動負債

　 固定負債合計 17,511 - 3,150 20,662 　 非流動負債合計

　負債合計 144,736 - 5,326 150,062 　負債合計
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(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び

測定の差異
IFRS 注記 IFRS表示科目

純資産の部 資本

　資本金 34,433 - - 34,433 　資本金

　資本剰余金 35,319 - △631 34,687
(10),
(15)

　資本剰余金

　自己株式 △5,593 - 787 △4,805 (15) 　自己株式

　新株予約権 210 △210 - - 　

　その他有価証券評価
　差額金

12,973 △12,973 - - 　

　繰延ヘッジ損益 4 △4 - - 　

　為替換算調整勘定 1,901 △1,901 - - 　

　退職給付に係る調整
　累計額

△424 424 - - 　

　 14,666 832 15,498 (12) 　その他の資本の構成要素

　利益剰余金 97,944 - 681 98,625 (13) 　利益剰余金

　 178,439
　親会社の所有者に帰属
　する持分合計

　非支配株主持分 10,245 - 108 10,353 　非支配持分

　純資産合計 187,015 - 1,777 188,793 　資本合計

負債純資産合計 331,751 - 7,103 338,855 負債及び資本合計

前連結会計年度(2017年12月31日)の資本に対する調整に関する注記

(1) 営業債権及びその他の債権に対する調整

主として一部の取引について、収益認識基準を変更したため、利益剰余金に調整が反映されております。ま

た、日本基準で工事完成基準を採用していた工事契約について、IFRSでは工事原価回収基準を採用し、発生し

た費用は発生時に認識しております。

(2) 棚卸資産に対する調整

主として日本基準で認識していた貯蔵品の中で販売促進を目的とした物品などについては、IFRSでは資産の

定義を満たさないため、利益剰余金に調整が反映されております。

(3) 有形固定資産に対する調整

有形固定資産に対する調整は、主として以下のみなし原価の適用によるものです。

当社グループでは、一部の有形固定資産について、移行日現在の公正価値を当該日現在のみなし原価として

使用しております。移行日において、みなし原価を使用した有形固定資産の日本基準における帳簿価額は3,796

百万円であり、公正価値は2,205百万円です。

上記の結果、移行日における有形固定資産が1,591百万円減少し、利益剰余金に調整が反映されております。

また、公正価値は、適切な専門家としての資格を有する独立した鑑定人による評価等に基づいており、レベ

ル３に分類しております。

さらに、日本基準においては少額リース資産として費用処理しているファイナンス・リースをIFRSにおいて

は資産計上しております。

(4) のれんに対する調整

日本基準では実質的にのれんの償却年数を見積り、その年数で償却することとしておりましたが、IFRSでは

移行日以降の償却を停止しております。

(5) 無形資産に対する調整

日本基準では、耐用年数を確定できない無形資産は、耐用年数を10年として定額法により償却しておりまし

たが、IFRSでは償却を行っていないため、利益剰余金に調整が反映されております。
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(6) 繰延税金資産及び繰延税金負債に対する調整

主として日本基準からIFRSへの調整に伴い一時差異が発生したことにより、繰延税金資産及び繰延税金負債

の金額を調整しております。また、日本基準では、未実現利益の消去に伴う税効果について、売却元の実効税

率を用いて計算しておりましたが、IFRSでは、売却先の実効税率を用いて計算しております。

(7) その他の金融資産(非流動資産)に対する調整

日本基準では、市場性のない資本性金融資産については取得原価により評価しており、必要により発行会社

の財政状態の悪化に応じて減損処理を行っておりました。IFRSでは、これらの資本性金融資産について、その

他の包括利益を通じて公正価値で測定される金融資産として指定しており、活発な市場の有無に関係なく公正

価値で測定しており、その変動額をその他の包括利益として認識し、認識を中止した場合又は公正価値が著し

く低下した場合に利益剰余金に振り替えております。

(8) 営業債務及びその他の債務に対する調整

IFRSにおいて収益認識要件に照らして返金負債を調整しており、利益剰余金に調整が反映されております。

(9) その他の流動負債に対する調整

主として日本基準では負債として認識されていない未消化の有給休暇について、IFRSでは負債の認識を行っ

ており、利益剰余金に調整が反映されております。

　

(10) 資本剰余金に対する調整

日本基準では株式等の交付及び給付に係る規程に基づく取締役（社外取締役は除きます。）及び執行役員へ

の当社株式の給付に備えるため、株式給付見込額を引当金として計上しておりましたが、IFRSでは持分決済型

株式報酬として会計処理しており、資本剰余金に調整が反映されております。

　

(11) その他の非流動負債に対する調整

日本基準では負債として認識されていない一定の勤務年数を条件として付与される特別休暇や報奨金につい

て、IFRSでは負債の認識を行っており、利益剰余金に調整が反映されております。

(12) その他の資本の構成要素に対する調整

① IFRS第１号に規定されている免除規定を選択し、在外営業活動体に係る累積換算差額の残高を、移行日で

ある2017年１月１日時点においてすべて利益剰余金に振り替えております。この結果、その他の資本の構成

要素が445百万円減少しております。

② 注記(7)に記載の市場性のない資本性金融資産の公正価値評価により、その他の資本の構成要素が1,354百

万円増加しております。

③ 日本基準では退職給付に係る数理計算上の差異は、発生時にその他の包括利益で認識しておりましたが、

IFRSでは、発生時にその他の包括利益として一括で認識し、直ちに利益剰余金に振り替えております。また、

日本基準では、過去勤務費用について、発生時にその他の包括利益で認識し、従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数による定額法により按分した額を発生年度から純損益に認識しておりましたが、IFRSでは発

生時に純損益として認識しております。さらに、日本基準では、退職給付債務に割引率を乗じて利息費用を、

年金資産に期待運用収益率を乗じて期待運用収益をそれぞれ認識しておりましたが、IFRSでは退職給付債務

と年金資産の純額に割引率を乗じた利息純額を認識しております。これらの結果、その他の資本の構成要素

が507百万円増加しております。
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(13) 利益剰余金に対する調整

前連結会計年度
(2017年12月31日)

百万円

棚卸資産に対する調整（注記（2）参照） △630

有形固定資産に対する調整
（注記（3）参照）

△1,591

無形資産に対する調整（注記（5）参照） 6,559

その他の流動負債に対する調整
（注記（9）参照）

△1,832

その他の非流動負債に対する調整
（注記（11）参照）

△981

退職給付に係る調整累計額に対する調整
（注記（12）参照）

△507

在外営業活動体の累積換算差額に対する調整
（注記（12）参照）

445

その他 △780

利益剰余金調整額合計 681

上記調整項目は、税効果考慮前の影響額であり、税効果の影響はその他に含めております。

(14) 表示組替

IFRSの規定に準拠するために表示組替を行っており、主なものは以下のとおりであります。

① 日本基準において、「現金及び預金」のうち、預入期間が３か月を超える定期預金を、IFRSにおいては、

流動資産の「その他の金融資産」として表示しております。また、日本基準において、「有価証券」及び

「その他(流動資産)」のうち、取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資を、IFRSにおいては、

「現金及び現金同等物」として表示しております。

② 日本基準において、流動資産の「その他」に含めていた未収入金について、IFRSにおいては、「営業債権

及びその他の債権」に振り替えて表示し、また、日本基準において、流動負債の「未払金及び未払費用」に

含めていた未払金について、IFRSにおいては、「営業債務及びその他の債務」に振り替えて表示しておりま

す。

③ IFRSの表示規定に基づき、「その他の金融資産」及び「その他の金融負債」を別掲しております。

④ 日本基準において、有形固定資産に含めて表示していた資産について、売却の可能性が非常に高く、かつ、

現状で直ちに売却可能な状態にある資産を「売却目的で保有する資産」として別掲しております。

⑤ 日本基準において、無形固定資産の「商標権」及び「その他（無形固定資産）」を、IFRSにおいては、

「無形資産」として表示しております。

⑥ 日本基準において、持分法で会計処理されている投資は「投資有価証券」に含めて表示しておりましたが、

IFRSにおいては、「持分法で会計処理されている投資」として表示しております。

⑦ 日本基準において、流動項目として表示している「繰延税金資産」を、IFRSにおいては、非流動項目とし

て表示しております。

⑧ 日本基準において、「電子記録債務」として区分掲記しておりましたが、IFRSにおいては、「営業債務及

びその他の債務」に振り替えて表示しております。

⑨ 日本基準において、流動負債に区分掲記していた「短期借入金」及び「１年内返済予定の長期借入金」を、

IFRSにおいては、「借入金（流動）」に組替えて表示しています。

⑩ 日本基準において、流動負債に区分掲記していた「販売促進引当金」、「返品調整引当金」、「賞与引当

金」などを、IFRSにおいては、「営業債務及びその他の債務」や「その他の流動負債」、「引当金」として

表示しております。

⑪ 日本基準において、固定負債に区分掲記していた「資産除去債務」を、IFRSにおいては、「引当金」とし

て表示しております。

⑫ 日本基準において、固定負債に区分掲記していた「役員退職慰労引当金」を、IFRSにおいては、「退職給

付に係る負債」として表示しております。

　(15) 連結範囲の差異

IFRSでは、信託については、その実質的な支配関係を投資対象のリターンに変動性を与える活動へのパワー

を有しているかという観点から判断し、支配していると判断した場合には、連結の範囲に含めております。当

社グループは、当該連結範囲の判定に基づき、実質的な支配関係にある信託を連結の範囲に含めております。
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前第２四半期連結累計期間(自 2017年１月１日 至 2017年６月30日)の損益及び包括利益に対する調整

(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び

測定の差異
IFRS 注記 IFRS表示科目

売上高 194,567 - △31,676 162,890 (1) 売上高

売上原価 △80,568 - △473 △81,041 (2),(5) 売上原価

売上総利益 113,999 - △32,149 81,849 売上総利益

販売費及び一般管理費 △102,206 - 32,899 △69,307
(1),(2),(3)
(4),(5),(6)

販売費及び一般管理費

　 464 - 464 (7) その他の収益

　 △566 - △566 (7) その他の費用

営業利益 11,792 △101 750 12,440 営業利益

営業外収益 1,308 △1,308 - - (7) 　

営業外費用 △238 231 7 - (7) 　

特別利益 87 △87 - 　

特別損失 △432 432 - - (7) 　

　 419 - 419 (7) 金融収益

　 △97 - △97 (7) 金融費用

　 424 50 474 (7) 持分法による投資利益

税金等調整前四半期
純利益

12,517 - 720 13,237 税引前四半期利益

法人税等合計 △3,449 - △202 △3,652 法人所得税費用

四半期純利益 9,067 - 517 9,585 四半期利益

四半期利益の帰属

　非支配株主に帰属する
　四半期純利益

△795 - △21 △816 　非支配持分

　親会社株主に帰属する
　四半期純利益

8,272 - 496 8,768 　親会社の所有者
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(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び
測定
の差異

IFRS 注記 IFRS表示科目

四半期純利益 9,067 - 517 9,585 四半期利益

その他の包括利益 その他の包括利益

純損益に振り替えられる
ことのない項目

その他有価証券評価
差額金

1,659 - 189 1,848
その他の包括利益を通
じて公正価値で測定さ
れる金融資産の純変動

退職給付に係る
調整額

260 - △260 -

△14 - △14
持分法適用会社におけ
るその他の包括利益に
対する持分

1,834
純損益に振り替えられる
ことのない項目合計

純損益に振り替えられる
可能性のある項目

繰延ヘッジ損益 △14 - - △14
キャッシュ・フロー・
ヘッジの公正価値の純
変動

為替換算調整勘定 23 - 209 232
在外営業活動体の
換算差額

持分法適用会社に
対する持分相当額

△79 14 - △65
持分法適用会社におけ
るその他の包括利益に
対する持分

153
純損益に振り替えられる
可能性のある項目合計

その他の包括利益
合計

1,849 - 138 1,987
税引後その他の包括
利益合計

四半期包括利益 10,917 - 655 11,573 四半期包括利益
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前第２四半期連結累計期間(自 2017年１月１日 至 2017年６月30日)の損益及び包括利益に対する調整に関する

注記

　損益及び包括利益に対する主な調整は以下のとおりです。

(1) 売上高に対する調整

主として、日本基準では、一部の売上にかかわる割戻金等について、販売費及び一般管理費に計上しており

ましたが、IFRSでは売上高の控除として認識しております。

(2) 賦課金に対する調整

日本基準では、固定資産税等の賦課金に該当する項目について、納付時点で認識しておりましたが、IFRSで

は債務発生事象が生じた時点で認識しております。

(3) のれんの計上額の調整

日本基準では、のれんの償却については、実質的に償却年数を見積り、その年数で償却することとしており

ましたが、IFRSでは償却を停止しております。

(4) 無形資産に対する調整

日本基準では、耐用年数を確定できない無形資産は、耐用年数を10年として定額法により償却しておりまし

たが、IFRSでは償却を停止しております。

(5) 退職給付に係る負債の会計処理

日本基準では、数理計算上の差異は、発生時にその他の包括利益で認識しておりましたが、IFRSでは、発生

時にその他の包括利益として一括で認識し、直ちに利益剰余金に振り替えております。また、日本基準では、

過去勤務費用について、発生時にその他の包括利益で認識し、従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数に

よる定額法により按分した額を発生年度から純損益に認識しておりましたが、IFRSでは発生時に純損益として

認識しております。さらに、日本基準では、退職給付債務に割引率を乗じて利息費用を、年金資産に期待運用

収益率を乗じて期待運用収益をそれぞれ認識しておりましたが、IFRSでは退職給付債務と年金資産の純額に割

引率を乗じた利息純額を認識しております。

(6) 貯蔵品の振替

日本基準では、「棚卸資産」の貯蔵品として含めていた販売促進用の物品等については、IFRSでは資産の定

義を満たさないため、発生時に販売費及び一般管理費に計上しております。

(7) 表示組替

IFRSの規定に準拠するために表示組替を行っており、主なものは以下のとおりであります。

日本基準において、「営業外収益」、「営業外費用」、「特別利益」、「特別損失」に表示していた項目の

うち、IFRSにおいては財務関連項目及び為替差損益を「金融収益」又は「金融費用」に、それ以外の項目につ

いては、「その他の収益」、「その他の費用」、「持分法による投資利益」に表示しております。
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前連結会計年度(自 2017年１月１日 至 2017年12月31日)の損益及び包括利益に対する調整

(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び

測定の差異
IFRS 注記 IFRS表示科目

売上高 410,484 - △67,781 342,703 (1) 売上高

売上原価 △171,209 - △504 △171,713 (2),(5) 売上原価

売上総利益 239,275 - △68,285 170,990 売上総利益

販売費及び一般管理費 △212,068 - 69,885 △142,182
(1),(2),(3)
(4),(5),(6)

販売費及び一般管理費

　 - 3,142 - 3,142 (7) その他の収益

　 - △1,470 - △1,470 (7) その他の費用

営業利益 27,206 1,672 1,600 30,479 営業利益

営業外収益 2,618 △2,618 - - (7) 　

営業外費用 △698 673 24 - (7) 　

特別利益 2,434 △2,070 △364 - (7) 　

特別損失 △1,001 1,001 - - (7) 　

　 - 808 - 808 (7) 金融収益

　 - △205 - △205 (7) 金融費用

　 - 737 177 915 (7) 持分法による投資利益

税金等調整前当期純利益 30,560 - 1,438 31,998 税引前利益

法人税等合計 △8,239 - △368 △8,607 法人所得税費用

当期純利益 22,320 - 1,070 23,390 当期利益

当期利益の帰属

　非支配株主に帰属する
　当期純利益

△2,493 - △14 △2,507 　非支配持分

　親会社株主に帰属する
　当期純利益

19,827 - 1,055 20,883 　親会社の所有者
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(単位：百万円)

日本基準表示科目 日本基準 表示組替
認識及び
測定
の差異

IFRS 注記 IFRS表示科目

当期純利益 22,320 - 1,070 23,390 当期利益

その他の包括利益 その他の包括利益

純損益に振り替えられる
ことのない項目

その他有価証券評価
差額金

5,707 - 389 6,097
その他の包括利益を通
じて公正価値で測定さ
れる金融資産の純変動

退職給付に係る
調整額

4,822 - 179 5,001
確定給付制度の再測定
額

- △10 △81 △91
持分法適用会社におけ
るその他の包括利益に
対する持分

11,007
純損益に振り替えられる
ことのない項目合計

純損益に振り替えられる
可能性のある項目

繰延ヘッジ損益 △8 - - △8
キャッシュ・フロー・
ヘッジの公正価値の純
変動

為替換算調整勘定 1,651 - 391 2,043
在外営業活動体の
換算差額

持分法適用会社に
対する持分相当額

△73 10 83 19
持分法適用会社におけ
るその他の包括利益に
対する持分

2,055
純損益に振り替えられる
可能性のある項目
合計

その他の包括利益
合計

12,100 - 962 13,063
税引後その他の包括
利益合計

包括利益 34,420 - 2,033 36,453 当期包括利益
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前連結会計年度(自 2017年１月１日 至 2017年12月31日)の損益及び包括利益に対する調整に関する注記

　損益及び包括利益に対する主な調整は以下のとおりです。

(1) 売上高に対する調整

主として、日本基準では、一部の売上にかかわる割戻金等について、販売費及び一般管理費に計上しており

ましたが、IFRSでは売上高の控除として認識しております。

(2) 賦課金に対する調整

日本基準では、固定資産税等の賦課金に該当する項目について、納付時点で認識しておりましたが、IFRSで

は債務発生事象が生じた時点で認識しております。

(3) のれんの計上額の調整

日本基準では、のれんの償却については、実質的に償却年数を見積り、その年数で償却することとしており

ましたが、IFRSでは償却を停止しております。

(4) 無形資産に対する調整

日本基準では、耐用年数を確定できない無形資産は、耐用年数を10年として定額法により償却しておりまし

たが、IFRSでは償却を停止しております。

(5) 退職給付に係る負債の会計処理

日本基準では、数理計算上の差異は、発生時にその他の包括利益で認識しておりましたが、IFRSでは、発生

時にその他の包括利益として一括で認識し、直ちに利益剰余金に振り替えております。また、日本基準では、

過去勤務費用について、発生時にその他の包括利益で認識し、従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数に

よる定額法により按分した額を発生年度から純損益に認識しておりましたが、IFRSでは発生時に純損益として

認識しております。さらに、日本基準では、退職給付債務に割引率を乗じて利息費用を、年金資産に期待運用

収益率を乗じて期待運用収益をそれぞれ認識しておりましたが、IFRSでは退職給付債務と年金資産の純額に割

引率を乗じた利息純額を認識しております。

(6) 貯蔵品の振替

日本基準では、「棚卸資産」の貯蔵品として含めていた販売促進用の物品等については、IFRSでは資産の定

義を満たさないため、発生時に販売費及び一般管理費に計上しております。

(7) 表示組替

IFRSの規定に準拠するために表示組替を行っており、主なものは以下のとおりであります。

日本基準において、「営業外収益」、「営業外費用」、「特別利益」、「特別損失」に表示していた項目の

うち、IFRSにおいては財務関連項目及び為替差損益を「金融収益」又は「金融費用」に、それ以外の項目につ

いては、「その他の収益」、「その他の費用」、「持分法による投資利益」に表示しております。
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